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要約

本研究の目的は、スタートカリキュラムの実践経験の豊富な小学校の授業を、教師と観
察者の双方の視点から分析することを通して、幼児教育の成果を生かした指導・援助の在
り方を明らかにすることである。
教師の観察により、入学初日から担任に話しかけてくる児童もいる一方で、不安感や緊
張感をもっている児童もいることがわかった。そのため、教師は、教室の中に、親しみの
ある教材・玩具を用意し、保育（乳幼児期のケアと教育＝ECCE）で使用されている歌や
遊びを提供していた。
そこで、初日の授業談話に関する観察データを質的に分析した。結果は次の通りである。
（1）12個のカテゴリ（「児童の観察・把握」「安心感のある環境」「学びの環境」「園生活と
のつながり」「数概念や言葉への意識」「発問や指導のわかりやすさ」「遊び心」「柔軟性」「個
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別支援」「小学生としての自覚の引き出し」「仲間の中での承認」「トラブルの回避」）が生成さ
れた。
（2）12個のカテゴリは、それぞれ重なり合いながら、「環境構成」、「安心感」、「学びの構
え」、「個別支援とクラス運営」の四つのカテゴリに更にまとめられた。
したがって、わかったことは以下の三点である。第一に、入門期の授業は就学前の保育
の学びに基づいて行われることが重要であり、わかりやすく親しみのある援助だけでなく、
教師の「遊び心」や「柔軟性」をもつべきこと。第二に、児童の「安心感」や「学びの構
え」を引き出すためには、教師の発問と環境構成の両方が重要であること、第三に、個々
の児童を支援し仲間関係を作ることに教師がさらに注意を払う必要があることがわかった。

Abstract

The purpose of this study is to clarify the framework of the teachers’support in the
“Start-Curriculum”based on ECCE, through the analysis of its substantial application in
early elementary school from the viewpoints of  teachers and observers. While some chil-
dren have the confidence to speak from the first few days, others often stay anxious and
unsettled. Therefore, teachers prepared familiar materials and toys as well as songs and
recreational games used kindergartens and nursery schools.
Subsequently, we analyzed data taken from“classroom discourse”of the students’first
school day in a qualitative method. 
The results were as follows: 
(1) This analysis creates 12 categories,“Observation and understanding of the children”,
“Environmental security”,“Environment for learning”,“Connections to kindergartens
and nursery schools”,“Awareness of numbers and words”,“Friendly and accessible sup-
port”,“The playful mindset”,“Flexibility”,“Individual support”,“Development awareness
as school children”,“Approval in the friends”,“Avoidance of trouble”.
(2) 12 categories were compiled into four general categories－“Environmental organi-
zation”,“Sense of security”,“Academic posture”, and“Individual and whole-class guid-
ance”．
From this analysis, three points can be firmly concluded. 
1. Firstly,“Start-Curriculum”based on ECCE is important for educational practice of
early elementary school and not only easy-to-understand and friendly aid, but also
teachers should have“The playful mindset”and“Flexibility”.
2. Second, the both the voice of the teachers and“Environmental organization”they
create are essential to the“Environmental security”and“Academic posture”of the stu-
dents.
3. Finally, that the teachers should pay close attention to supporting each individual child
and their relationships at school.  
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第1章　問題と目的

1－1　幼保小連携とスタートカリキュラム
本研究の目的は、幼保小連携1の現状を踏まえつつ、スタートカリキュラム2に基づく実
践、特に幼小接続期のうち小学校入学直後（以下、入門期とする）の実践を分析すること
によって、入門期の教師の発問や環境の工夫はどうあるべきかを明らかにしていくことで
ある。そこでまず、幼保小連携の発端から全国の取り組みについて触れ、それを踏まえて
スタートカリキュラムがどういう位置づけで行われているのかを述べる。さらに、ある自
治体における小学校1年入門期の実践から事例を抽出し、どのような発問や指導・援助が
重要なのかを明らかにしていく。
幼保小連携は、1990年代ごろから各地で取り組まれた幼小連携を発端として発展してき
た。「発達や学びの連続性を踏まえた幼児教育の充実」と、そのための「小学校教育との連
携・接続の強化・改善」（文部科学省，2005）が求められる中で、同じ学校教育の基盤を
持った幼稚園と小学校が教育内容を見直し、教職員が連携して教育課程の開発を図ろうと
したものであり、多くの実践が報告されている（秋田・東京都中央区立有馬幼稚園・小学
校、2002；御茶ノ水女子大学附属幼稚園・小学校・中学校・子ども発達教育研究センター，
2008；滋賀大学教育学部附属幼稚園，2004；佐々木・鳴門教育大学学校教育学部附属幼稚
園，2004；新保，2010ほか）。国立教育政策研究所教育課程研究センターが行った、教育
課程研究指定校事業「幼稚園教育と小学校教育との円滑な接続を図るための教育課程の在
り方に関する調査研究」も呼び水となり、多くの地域で実践が進められたが、近年は、ひ
とつの小学校といくつかの幼稚園・保育所との連携という実践だけでなく、自治体全体に
広がり、ひとつの自治体の中の幼稚園・小学校とが保育所と連携して取り組んだ実践例も
報告されている（日野市教育委員会・齋藤，2017ほか）。
幼保小連携は、大きく分けて三つある（齋藤，2017）。一つ目は、幼児期から小学校入

門期への「なめらかな接続」をめざす取り組みで、「アプローチカリキュラムとスタートカ
リキュラム」（国立教育政策研究所）のつながりを充実させようとするもの。二つ目は、就
学前の5歳児と1年生との交流だけではなく、5歳児と5年生、4歳児と4年生というよう
に、幼稚園・保育所・小学校全体で異年齢交流を進めていこうとする取り組み。三つ目は、
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幼児や児童を理解するために教師や保育者が相互に現場に入って理解しあう「おとな」と
「組織」の「連携」である。この二つ目と三つ目は、幼児・児童の発達の姿や教育内容を理
解し合う中で、一つ目のカリキュラム開発につなげていくことが期待されてきたが、取り
組みが継続・発展する中で、いくつかの副産物が生まれている。たとえば、二つ目は、地
域全体で、幼保小が異年齢交流を行い幼児・児童が関わって育ち合い、「暮らしや文化を共
有し、その地域に住む子どもたちをどう育てていくかを考える地域連携教育」として、「多
様な他者が存在する“社会”と出会う場」（齋藤，2008）を創り出している。また三つ目は、
お互いの職場に出向いて直接幼児や児童と関わることにより子ども3と人間に対する「理
解力」「調整力」や「協働力」を教師・保育者自身が学ぶ場を創り出している。幼保小連携
とは、このように、教師・保育者がお互いに教育・保育を学び合いながら「人をつないで
地域を創る」教育としても発展してきたともいえよう。
一方、2000年代に入り、社会問題化していた小1プロブレムが契機となって、幼児や保

育の理解、学校・施設間の連携が一層求められることとなった（文部科学省4，2008）。小
1プロブレムは、東京学芸大学「小1プロブレム研究推進プロジェクト」によれば、「小学
校1年生の教室において、集団行動がとれない、授業中に座っていられない、先生の話を
聞かないなど、学級での授業が成り立ちにくい状態が数ヶ月にわたって継続する問題」と
され、所収された当時の調査結果では全国の4割強の小学校で発生が報告されている（東
京学芸大学，2010）。背景としては、家庭における子育て環境の変化などの要因のほか、幼
稚園・保育所の学びと小学校の学びとの間の「段差」の存在などが指摘されたが（山口，
2015）、そもそも、子ども自身の適応力自体が以前と比べ育っていないのではないかと危惧
する声もある（高木，2018）。1990年代以前の幼児の方が今の幼児よりも「段差」を自ら
乗り越える適応力を身につけて就学していたのではないかというわけである。しかし、そ
もそも、「適応」は環境に合わせて行動を変化させていくことであり、幼児・児童の主体的
学びは、受動的に環境に自分を合わせるだけでなく能動的に周囲に働きかける力が必要な
はずである。スタートカリキュラムも「主体的に自己を発揮し、新しい学校生活を創りだ
していく」5力をどう育てるかが問われている。そこで本研究では、そうした能動的な児童
の主体性を引き出すために、教師は児童をどう捉え支援していくべきかについて検討し
たい。
ところで、平成29年の学習指導要領の改訂では、幼児期から小学校、中学校、高等学校
までの教育課程を見直し、育みたい資質・能力が整理されている。幼児期では「環境を通
して行う教育」「遊びを通しての総合的指導」を踏まえて、「知識・技能の基礎」、「思考力・
判断力・表現力等の基礎」、「学びに向かう力、人間性等」という三つの資質・能力を育て、
小学校以降の教育につなげていくものとされている（幼稚園教育要領・保育所保育指針・
幼保連携型認定こども園教育・保育要領）6。したがって、こうした三つの資質・能力をど
う育てていくかを幼児教育・小学校教育の構造の質・プロセスの質の両面から考察してい
くことが、接続期の教育を進めるうえで重要であろう。
小1プロブレムの予防策ではなく、子どもに安心感が生まれ、自信をもって成長してい

ける、自立に向かうためのカリキュラムの編成が求められているといえるだろう。
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1－2　接続期の幼児・児童の育ちと入門期の指導・援助
それでは、接続期の幼児・児童の育ちを教師はどう捉え、どう支援しているのか。
国立教育政策研究所幼児教育研究センターでは、「幼児期からの育ち・学びとプロセス

の質に関する研究」（平成29～34年度）を実施しているが、それに先立って、「幼小接続期
の育ち・学びと幼児教育の質に関する研究」が行われ、その中で幼稚園と小学校における
「育ち・学びを支える力」の試行調査結果が報告されている（国立教育政策研究所　幼児
教育研究センター，2016）。それによれば、「育ち・学びを支える力」を検討して「粘り強
さ」「自己調整」「自己主張」「好奇心」「協同性」の5因子で構成され尺度を作成し、それを用
いた質問紙法による調査を、2016年2，3月に5歳児の保育者と保護者、その5歳児が入学
後の2016年7，8月に教師と保護者に実施したところ、縦断モデルでは、保育者評定の「好
奇心」が就学後の教師評定の「好奇心」「粘り強さ」「自己主張」へ影響するパスが見られた
ことが報告されている。社会情動的スキルのひとつである「育ち・学びを支える力」とし
ての「好奇心」は、小学校就学後の「好奇心」や「粘り強さ」「自己主張」につながる可能
性を示唆したと言っていいだろう。
また、幼児期から児童期にかけてどのように自己認識や他者認識が変化していくのかに
ついて調査した研究7によれば、「友だちがあなたの大事なものを貸してほしいといったら
どうしますか？」という問いに4歳児と5歳児は「貸す」が約80%で6歳児には40数%と減
少するものの「貸さない」を上回っているが、7歳児から逆転し8歳児9歳児ともに「貸さ
ない」が「貸す」を上回っていた。3，4歳児では「貸してほしいと言われたら貸す」とい
う単純な回答が多かったが、5歳児では「余分にあったら貸すけど」という断り方が出て
きて、6歳児では理由を聞いたり、返却期限を決めたりと、「単純に相手の要求に対して添
う行動を控える傾向」（川村，2001）が出てきている。さらに、「自分の考えがいつも正しい
といえるか」という問いについては、3歳児では「思う」が7割を占めていたのが徐々に減
り、7歳児で「思わない」が「思う」を逆転して増加し、5歳児では「間違ったこともいう
から」と理由を述べ、7歳児では「一生懸命でも違う時が多いから」と回答している。こ
のような結果から可能性として言えるのは、ものを「貸さない」行為が増えたからといっ
て「思いやり」や「道徳性」や「規範意識」が育っていないのではなく、大事なものを貸
すということで起こる不利益やトラブルを想像できたり、それを防ぐための対策を考える
ことができたりと、想像力や思考力が育ってきているからであり、それは、「自分の考えも
いつも正しいとは限らない」という自己認識の育ちにも繋がっているということであろう。
つまり、小学校1年生にあたる6，7歳児は、自己認識の育ちの転換期を迎える一方で、他
者認識が育っているからこそ、不利益やトラブルを回避しようとする意識も高まるのであ
り、好奇心に導かれてより豊かな遊び・活動を経験してきていれば、それは本人の活動意
欲につながり、「育ち・学びを支える力」となるのではないかということである。
しかし、まだまだこのような入門期の児童の育ちを十分踏まえた指導・援助となってい
ない場合があるのではないかと危惧される。例えば、ある小学校では、新入児童が学校に
「自然にとけ込める」ように保護者サポーターが入学式翌日から支援するプランが実施され
ているが、授業一日目から姿勢を崩す子どもを注意するサポーターや、隊列を組んで移動
する時に私語やふざけがないよう指導され戸惑う児童の事例が報告されている（高木，
2018）。もちろん、保護者のサポートのあり方として考える必要もあるが、入学後1週目の
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児童の時間割の組み方としても、教室移動や集会の多さなど考える必要があるのではない
だろうか。この点について、松嵜（2018）は、「適応できずにいる子どもは教師にとって
“困った子”」であり、「戸惑っている子」と捉えられていないと指摘し、「子どもの学校化
を強いるのではなく、それまでの幼児教育の成果を生かした小学校教育を実施することに
よって子どもの良さが現われ、子どもが自信を持って主体的に学んでいく」のではないか
と指摘している。入門期の児童への捉え方と関わり方という点から見て、まず必要なのは
「安心」（文部科学省・国立教育政策研究所・教育課程研究センター，2015）であり、安心感
をもって様々なことに挑戦し活動する中で自信が生まれ、「成長」し、「自立」していくの
であり、そのために入門期のカリキュラムを見直していくことが必要なのではないだろう
か。
ところが、幼保小連携やスタートカリキュラムに関する先行研究では、入門期、特に4

月1週目のカリキュラムを取り上げて具体的実践の検討がされたものは、近年では松嵜
（2018）、高木（2018）、相磯・金子（2018）の他はわずかに散見されるにすぎず、また、
「幼児教育の成果を生かした小学校教育」の内容・方法について検討したものは少ない。1
年生に対する教師の指導の工夫を分析したものは見受けられる（工藤，2016）が、入学初
日の教室談話を要約せずに記録し、そのデータを分析して事例を抽出しているものは見当
たらない。
そこで、本研究では、スタートカリキュラムの実践を行ってきたある自治体の取り組み
と、そこでの具体的授業実践を取り上げ、幼児教育の成果を生かした指導・援助はどうあ
るべきかについて検討することを目的とする。次章では市全体で幼保小連携に取り組んで
きた実績のある小学校で行われた実践と指導方針について報告し、3章では入学初日の授
業における教室談話の記録から抽出した質を分析することによって教師の指導・援助のあ
り方を検討する。（担当　齋藤）

第2章　A小学校における幼保小連携とスタートカリキュラム

2－1　A小学校における幼保小連携とスタートカリキュラムの取り組み
日野市においては、2004・2005（平成16・17）年度に「新しい幼児教育の在り方に関す
る調査研究」の指定を文部科学省から受けたことを発端に幼小接続カリキュラムの研究が
始まり、研究が始まって11年目となる2017年には幼小接続カリキュラムと実践に関する出
版物も発行されている（日野市教育委員会・齋藤，2017）。」近年は、以下のように、連携
教育が行われている。
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表1　2014（平成26）年度から現在までの日野市幼保小連携教育推進委員会が実施した取り組み
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日野市では、2014（平成26）年度から2017（平成29）年度まで、13のスタートカリキュラ
ムの授業公開と研究会を開催してきたが、ブロック別の開催のため、スタートカリキュラ
ムに対する理解が進まないという課題があった。そこで、委員会担当である筆者（第二著
者）は、できるだけ多くの、授業を参観して指導講評し、校長会等で情報を提供してきた。
また、ブロック別の授業参観・保育参観と研究会では、ほとんどの学校・園で第二著者が
指導・助言を行い、スタートカリキュラムの意義と役割を市内の学校・園へ普及させるこ
とに尽力した。
しかし、合科的なカリキュラム構成については認識が進むものの、入学したばかりの児
童のモチベーションをあげる指導方法についての認識がバラバラなのではないかと考え、
2018（平成30）年度はスタートカリキュラムを全体会の議題にして教師が実際に授業を参
観し検討し合うことによって、その在り方を検討することとした。4月23日に筆者の小学
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2016  
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4 26 5 26

  

 

2017  
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5 9 5 26

 

 

2018  

30  

4 4 16  

5 1  

5 11 5 29

 

 

2019 3 2   

 28 29

 



校において第三著者の授業を公開し1年生担当教師と幼保の5歳児担当保育者が一堂に会し
て検討した（本稿では本授業の検討は行っていない）。
その結果、授業を実際に参観した参加者から、幼保の教育方法を取り入れることの重要
性が確認できたと感想が寄せられた。
現在、A小学校では、幼稚園・保育所で生活してきた子どもたちは、一人で何もできな

いのではなく、『場や時間を工夫すれば（小学一年生ができる内容については）なんでもで
きる』という実感を持っており、スタートカリキュラムを工夫すること自体が重要である
ことを認識できている。「学校たんけん」についても、トイレまで児童全員を引率してわざ
わざ使い方を教えるような、かつての「適応指導」のような指導方法が日野市内ではほと
んど見られなくなったことは幼保小連携の積み重ねによる成果だと思われる。単なる校内
ツアーではなく、児童が上級生や教師たちとの新たな出会いを経験しながら、自由に校内
を探検できるワクワク感を前面に出す実践も見られるようになってきており、こうした実
践が幼児教育から小学校教育への「（段差があったとしてもそれを自ら乗り越えていく力に
支えられた）なめらかな接続」に繋がるのではないかと考えている。（担当　石田）

2－2　1年入学時の児童の実態とカリキュラム編成
入門期の児童は、小学校生活への期待とともに、新しい環境や友人関係の再構築への不
安を抱えている。これは、児童期だからというものではなく、誰でも抱く感情や感覚であ
ると考える。しかし、小学校生活への不安は、児童だけの問題ではなく、保護者、幼稚
園・保育所の保育者、小学校教員と、児童を取り巻く大人たちの不安も大きいと考える。
その不安を少しでも減らし、安心感を高めるために、就学前から以下のような取り組みを
行っている。

①幼保の運動会参観、保育者との顔合わせ（10月頃）
②幼保のお遊戯会や生活発表会参観（12月～1月）
③5歳児担任との小学校交流等打ち合わせ（12月頃）
④小学校体験交流（5歳児と1年生）→小学校へ来て一緒に学習をする（1月～3月）
⑤小学校出前授業→1年担任が幼保へ行き、小学校入門期のミニ授業をする。（1月～
3月）
⑥就学児童の様子について聞き取り（2月～3月）

こうした取り組みにより、筆者ら小学校教員は、「児童が生活してきた環境や生活リズ
ム」「保育者が配慮していたこと」「保護者の願い」そして何よりも、「児童一人一人の様子」
を理解して、入学式を迎えた。また、入学式の日からどのように児童と関わっていくか、
どのような支援をしていくか計画を立てることができることも大きな安心へとつながると
考えた。就学前の取り組みを経て、入学した児童の第1週目の様子は、おおまかに以下の
通りであった。
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①出前授業等で仲良くなっていたこともあり、初日から担任に話しかける子が多い。
②小学校体験で活動したことがある教室のため、「前に来た時にもあれがあった」「ここ
にこのおもちゃがあるのを知っている」と、教室環境に安心感を示し、自発的に活
動する子が多い。
③就学前の参観や聞き取りで把握をしていたが、落ち着きのなさや指示理解の苦手さ
を抱えている児童が学級の半数以上いる。
④新しい環境への不安感から、誘われても遊びに入れない子が数名いる。

そのため、第1週目は、「先生や友達と関わり、安心して生活できるようにすること」を
目標に、週案を計画した（表2）。様々な配慮を必要とする児童が多い学級のため、「担任
の先生の話を聞くと何か面白いことがあるぞ」「今まで生活してきた幼保と同じことがいっ
ぱいあるぞ」という、「わくわく感」と「安心感」を充実させることを主に大切にした。そ
のために、幼保で楽しんでいた遊びを取り入れた活動を行ったり、園生活の中でやってい
た役割分担を取り入れたり、児童が今まで聞き慣れているフレーズを使うなどの工夫を
行った。また、時間が具体的な指導や配慮等については、観察記録にある通りである。
その結果、初日に緊張感を持って登校した児童の表情が、時間が経つにつれほぐれ、表
情が和らいできたこと、クラスの集まりにおいて自然に教師の話を集中して聞く姿がみら
れ、第1週目に全体を注意することが必要な場面はほとんどなかった。入門期においては、
「わくわく感」と「安心感」を重視することが重要ではないかと考えられる。（担当　浅見）

スタートカリキュラムの実践と教師の援助 ─ 入門期の教師の発問と教室環境はどうあるべきか ─

－9－

( ) 
9 ( )  10 ( ) 

1 ( ) 3 ( ) 

2 ( )  

 
 

 
 

 

 

 

  

 (

)

 

 

 

 

 

 

( ) 

  

  

 ( ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2,3

 

表2　日野市A小学校における給食開始までの指導計画（2018年度版）
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表3　日野市A小学校におけるスタートカリキュラムの概要
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第3章　入学初日の授業実践からみた指導・援助の工夫

3－1　対象事例抽出の方法
対象と手続き：A小学校1年生28人（男子16人、女子12人）のクラス　B教員は第三著者
でありS市幼保小連携教育推進委員会委員でもある。本稿では、分析対象として、B教員
の入学初日の教室談話を取り上げる。その理由は、本教員は一年の担任は教員歴9年目で
あるが1年担任が5回目とスタートカリキュラムに関して豊富な経験を持ち、その実践が自
治体の幼保小連携教育推進委員会の中でも評価され、たびたび研究授業の対象となったり
校長会等でも優秀事例として報告されていること、入門期の教育は「適応指導」ではなく
児童の活動意欲を引き出すことが重要であるという本研究の仮説に同意・賛同しているこ
とからである。さらに、B教員の実践は工藤（2016）の研究においても対象事例となって
おり、観察時期は10月であったが1年生における指導のあり方を考える上での示唆を与え
るものだった8。そこで、本研究ではB教員のクラスにおける教室談話を記録し、逐語録か
ら事例を抽出することとした。また、対象とした学級では、表2の通り、第1週目の児童の
目標を「学校生活に慣れ交友関係を広げる」とし、教師の目標を「児童との関係を築き実
態を把握し一人ひとりを理解する」としていた。また、前節の通り、指導計画の中では、
児童の実態を把握し個性を理解しながら「わくわく感と安心感」を大事にすることを掲げ
ていた。
観察日：2018年4月9日月曜日（入学式を除き入学初日）
観察時間：8時40分登校後ののんびりタイムから下校時に昇降口で靴を履き替える場面ま
で観察（VTR録画）
倫理的配慮：1年生の保護者に対しては、第二著者である小学校校長から教育研究活動に
関する依頼書を用いて説明し同意を得た。その際、研究の受け入れについては児童及びそ
の保護者の自由意思が尊重されること、同意しない場合は、録画・録音を拒否することが
できること、同意をいつでも撤回することが可能なこと、研究に伴う侵襲、負担について
は可能な限り取り除くよう努力すること、個人情報保護に努めその対応策を講じること、
費用の負担はないこと、この研究によって教育の質的向上が見込めることなどについて説
明した。データ収集にあたって最初のうちは教室後方や廊下から録画して授業妨害になら
ないよう配慮した。なお、本研究における小学校での調査は2018年度本学研究倫理委員会
において受理されている。
分析方法：観察場面の中から、片づけて絵本の読み聞かせの途中までの場面を事例1、朝
の挨拶とクラスの約束をする場面を事例2、その日のスケジュールを説明する場面を事例
3、その後の列車遊び（自己紹介）を事例4として抽出した。紙幅の制限があるため事例は
一部を掲載。録画データから教師や児童の言動を記録し、教師の指導・援助の工夫を抽出
した。さらに、教師の指導・援助についてコーディングを行い、カテゴリを抽出した。
テープ起こし、事例の抽出、コーディングとカテゴリの抽出については第一著者が行い、
第二著者と第三著者にフィードバックし妥当性・信頼性を検討の上、表4にまとめた。

3－2　事例の分析と考察
事例1～4は以下の通りである。カテゴリの抽出についてはKJ法におけるグループ編成

スタートカリキュラムの実践と教師の援助 ─ 入門期の教師の発問と教室環境はどうあるべきか ─
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の方法（川喜多，1967）を採用した。KJ法は、論理学の一つであり「事実をして語らしめ
つつ」、そこから問題をつかみだし、「いかにして啓発的にまとめたらよいか」（川喜多1967）
という課題に基づいて確立された方法論である。教師の指導・援助に関する部分を事例か
ら「一行見出し」として抽出し、さらに、それらをグルーピングして「表札」をつけた。
「一行見出し」は「もとの素材の本質をしっかりとらえたもの」（川喜多，1970）となるよう
配慮し、グルーピングをしてそのまとまりに対して名付けた「表札」について、入門期の
実践としてどのような意味があるのかを考察した。
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「けんかするのはどんどんやってください。けんかするから仲良くなるんです。けんかしちゃっ

たらいつでも先生を呼んでください。そしたら、どうしてけんかしちゃったのか、みんなと一緒

に考えようと思います。いい？きっと、ちょっとしたすれ違いだと思います。いい？お友達を大

事にしてね」 	
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表4　教師の発問と指導・援助に関するカテゴリ



事例1（8：50～8：58）は、入学初日の最初の教師と児童の出会いの場面であり、登校
してからしばらくは教室後方でブロック遊びをしたり、自分の机で真新しい色鉛筆を使っ
て絵を描いたりする姿が見られた。8時50分ごろから教師の「おかたづけしますよー」の
声で動き出す。絵本の読み聞かせは教室前方に集まって、巧技台に教師が座り児童が丸く
なって座って読む体勢を作る。園生活では登園後自由遊びをしてから朝の集まりをしてい
た子どもも多いはずでその流れをそのまま崩さずに環境構成をしている。そのため、安心
感と親しみのある環境となっている。また、絵本の読み聞かせでは、児童を見渡しながら
左右や数について意識しているかどうか観察し、教科の学びにつなげようとしている。
事例2（9：03～9：07）では、事例1の体勢のまま朝の挨拶とクラスの約束について話を
行っている。「先生とみんなとのお約束」として三つを挙げ、学校で生活していく上で最も
重要なことは「自分やお友達を大事にすること」だという意識を共有している。集中して
聴く児童の様子を観ながらその後ではユーモラスなストレッチで気分をほぐしている。そ
の後児童は自席に戻り、机の中の整理の仕方を教わるのだが、“おしごとさん”と“おとま
りさん”という親しみやすい命名で児童は興味・関心を持って聴いている。
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事例3（9：15～9：18）では、事前に板書されていた初日のスケジュールを全員で確認
している。「トイレの場所は大丈夫ね」という発問に対しうなづく児童の様子に、初日です
でにある程度の生活環境は理解している様子がうかがえた。また、集まりが始まって28分
のところでトイレ休憩をとるなど入門期の時間割としての工夫がみられた。
事例4（9：25～9：35）では、なかよしタイムの一つ目として自己紹介ゲームを行って

いる。28人が順番に自分の名前を言い他の児童がそれを黙って聞いているのではなく、園
でよく使用されているかもつ列車遊びを取り入れ、一対一で友達とペアになって名前を言
い合うゲームにしており、またそのゲームの説明を教師が「遊び心」をもって見本を示す
ことで、児童が取り組みやすくなっている。
これらの事例から、教師の指導・援助の工夫とみられるものに「一行見出し」をつけ、

それらをグルーピングしたものが、表4である。入門期の教師の指導・援助の工夫として
抽出されたのは、児童を観察し個性や伝わり方を把握する「児童の観察・把握」、入学後ま
もない児童のために安心感のある環境づくりをする「安心感のある環境」、集中して聴いた
り考えたりできるようにする「学びの環境」、園での生活体験とのつながりをイメージさせ
る言葉を使用してイメージを共有する「園生活とのつながり」、数概念や言葉への意識を引
き出し理解を促す「数概念や言葉への意識」、わかりやすく親しみやすい言葉を使って働き
かける「発問や指導のわかりやすさ」、遊び心を持って働きかけたり遊び自体を取り入れる
「遊び心」、時間配分や活動の「柔軟性」、支援の必要な子への「個別支援」、自覚的に生活
できるよう支援する「小学生としての自覚の引き出し」、クラスの友だちや仲間への意識づ
くりを行いクラスの中で個を認めていこうとする「仲間の中での承認」、ルールを伝えてみ
んなで確認し、無用なトラブルを避ける「トラブルの回避」の12個である。
まず、入学まもない児童への指導・援助として重要なのは、「児童の観察・把握」と「安
心感のある環境」である。また、小学校という教科を系統的に学ぶ場であるという自覚を
促すために、集中できるような環境構成をしたり、主体的に行動できるよう「朝のしたく」
の方法を教えること、学ぶ環境を整える方法として重要であろう。
さらに、この授業実践の分析で明らかになったのは、単に、教師が入学まもない児童に
わかりやすく親しみやすい言葉を使って語りかけるということだけではなく、「園生活との
つながり」をもった言葉を使用し、積極的に園での遊びや習慣を取り入れて授業を展開し
ているということである。もちろん、遊びを取り入れることにより興奮しがちな児童に注
意を促し「トラブルを回避」することも怠らず、またクラスの仲間という意識を引き出し
その中で認めることも重要であろう。しかし、児童は、「知っている」「やったことある」
「触ったことある」と、教師の言葉をより身近に受け止めイメージを共有させることがで
きている。また、「遊び心」と「柔軟性」を持って関わることによって、無理のない授業展
開を行うことが可能となる。ピーター・グレイ（2018）は、「遊びは、能動的で、注意を怠
らず、しかもストレスのない状態で行われるもの」であり、「遊び心」の存在によって「創
造性や洞察のある問題解決能力が高まる」と述べている。つまり「遊び心」によって誘発
された前向きな気分が創造性や論理的思考を高めるというわけである。したがって、幼児
期だけでなく児童期の学びに必要なのは「遊び心」なのではないかと考えられ、それは、
入学初日の児童の安心感を引き出し、授業への集中度を高めて発想力を引き出すなどの効
果を上げていると考えられた。
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さらに、12個のカテゴリは、それぞれ重なり合いながら「環境構成」「安心感」「学びの構
え」「個別支援とクラス運営」の四つのカテゴリにまとめることができた（図1）。「安心感
のある環境」「園生活とのつながり」「発問や指導のわかりやすさ」「遊び心」は、児童が授業
や教室環境において見通しをもって過ごすことを支える安心感につながるため、「安心感」
に分類した。また、「学びの環境」「数概念や言葉への意識」「小学生としての自覚の引き出
し」「柔軟性」は、分かる喜びを経験させ学ぼうとする児童の構えを作っていると考え、「学
びの構え」とした。また、「発問や指導のわかりやすさ」は児童の授業中の安心感を支える
と同時に学びに対する構えを作ると考えられ、「学びの構え」の中にも含めることとした。
さらに、「遊び心」「柔軟性」「児童の観察・把握」「個別支援」「仲間の中での承認」「トラブルの
回避」については、個々の児童への個別な指導・援助とクラス全体の運営に関わることと
し、「個別支援とクラス運営」とした。また、「安心感のある環境」と「学びの環境」は教
室内の環境構成に関わるものという意味で「環境構成」とした。
これにより、第一に、就学前の保育の学びを生かした入門期の学びを生かした援助は、

わかりやすく親しみのある発問だけでなく、園生活とのつながりを活用し、「遊び心」を
もって関わることがスタートカリキュラムにとって重要であることがわかった。そのため
には、教師の発問だけではなく「環境構成」が重要であり、それによって、児童の「安心
感」も保障できることがわかった。第二に、教師の発問と環境構成は、さらに、小学校生
活をスタートさせる上での「学びの構え」を児童から引き出していることがわかった。ま
た、第三に、児童が安心して、学び生活するために、個々の児童をよく観察し支援しつつ、
クラスの中に仲間関係を作ること、そして、時間割や発問等にも柔軟性をもって「クラス
運営」をしていくことが重要であることがわかった。
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図1　小学校入門期における教師の指導・援助



第4章　結論と今後の課題

本研究では、幼保小連携教育を踏まえスタートカリキュラムを実践してきた小学校の取
り組みを紹介しつつ、1年生の初日の教室談話を分析し、幼児教育の成果を生かした入門
期の指導・援助の在り方を検討した。初日の授業実践を対象にKJ法によって分析した結
果、これらのカテゴリ（「児童の観察・把握」「安心感のある環境」「学びの環境」「園生活との
つながり」「数概念や言葉への意識」「発問や指導のわかりやすさ」「遊び心」「柔軟性」「個別支
援」「小学生としての自覚の引き出し」「仲間の中での承認」「トラブルの回避」）が生成され、
さらにこれらのカテゴリは、それぞれ重なり合いながら、「環境構成」「安心感」「学びの構
え」「個別支援とクラス運営」の四つのカテゴリにまとめられた。
入門期のスタートカリキュラムにおいては、前述のように「幼児期の学びを生かすこと」
や「安心」が重要であることは強調されている。しかし、小学校では初日に手遊びをした
り掲示をわかりやすくするなどの工夫は見られるが教師の発問や環境構成に関する具体的
指導のあり方について検討されたものがほとんどなかったといってよい。本研究は、児童
の「安心感」や「学びの構え」を支えるために具体的にはどのような環境やどのような指
導が必要なのかについて一歩踏み込んだ検討を行った点で意義があると考える。また、本
研究では、“わかりやすく親しみやすい関わり方”を、“遊び心”をもって“柔軟”に行う
ことが教師の指導・援助の工夫として重要だということが示唆された。さらに、それは、
個別支援だけでなく、仲間関係を重視して遊びを通してクラス運営を行う必要があること
も示唆された。これは、仲間関係や友だちづくりという視点を保育方法に取り入れてきた
保育（ECCE9）との繋がりを活かす必要があるという意味で重要な結果であると考える。
遊びという総合的な活動の中での学びを小学校教師がどう理解し、入門期の授業に活かし
ていくのかが問われており、その点で貢献しうる報告であるといえる。今後は、データの
更なる分析による入門期全体の指導・援助と教室環境の工夫についての考察を継続して検
討していきたい。
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1 本稿では事例対象の自治体で使用されている「幼保小連携」を採用するが、地域によっては「保幼小連
携」と称して取り組まれている。なお、論文検索サイトCiNiiでは、2018年12月10日時点で「幼保小
連携」をキーワードとする論文89件、「保幼小連携」をキーワードとする論文149件が検索された。

2 スタートカリキュラムは，2008（平成20）年の「小学校学習指導要領解説 生活編」において，「例え
ば，4月の最初の単元では，学校を探検する生活科の学習活動を中核として，国語科，音楽科，図画工
作科などの内容を合科的に扱い大きな単元を構成することが考えられる。こうした単元では，児童が自
らの思いや願いの実現に向けた活動を，ゆったりとした時間の中で進めていくことが可能となる。大単
元から徐々に各教科に分化していくスタートカリキュラムの編成なども効果的である。」と記述されて
いる。今回の改訂においては，幼児期と学童期の発達の特性を踏まえた学校段階等間の円滑な接続の観
点から，更にその重要性が高まっている。また、国立教育政策研究所幼児教育研究センターによれば、
幼小接続期カリキュラムとは，「アプローチカリキュラム（就学前の幼児が円滑に小学校の生活や学習
へ適応できるようにするとともに，幼児期の学びが小学校の生活や学習で生かされてつながるように工
夫された5歳児のカリキュラム）と，スタートカリキュラム（幼児期の育ちや学びを踏まえて，小学校
の授業を中心とした学習へうまくつなげるため，小学校入学後に実施される合科的・関連的カリキュラ
ム）」の両方を指している。

3 本稿では、就学前の子どもを幼児、就学後の学童を児童と記し、幼児と児童の両方を指す場合は、子ど
もと記す。

4 「小学校学習指導要領解説 生活編」（平成20年改訂）では、「小1プロブレムなど，学校生活への適応を
図ることが難しい児童の実態があることを受け，幼児教育と小学校教育との具体的な連携を図ること」
が明記されている。

5 スタートカリキュラムは教育課程企画特別部会で以下のように説明されている。「小学校へ入学した子
供が、幼稚園・保育所・認定こども園などの遊びや生活を通した学びと育ちを基礎として、主体的に自
己を発揮し、新しい学校生活を創り出していくためのカリキュラム」（平成27年4月28日教育課程企画
特別部会資料3－1）

6 平成30年4月から施行されている幼稚園教育要領・保育所保育指針・幼保連携型認定こども園教育・保
育要領では、この資質・能力が育まれている幼児の幼稚園修了時の具体的な姿として、「幼児期の終わ
りまでに育ってほしい姿」10項目を掲げている。

7 1995～1996年に3歳児から9歳児計700人に対し行った調査であり、3～6歳児は保育者による聞き取り
調査、7～9歳児話子どもが回答用紙に記入（川村，2001）。この調査は、7年後の2002年に再度807人
を対象として行われているが、ここでは7歳児はまだ「貸す」が多く、8歳から「貸さない」が「貸す」
を上回っている（高玉・川村，2003）。

8 工藤（2016）は、発達的な困難を抱える子どもの多いクラスにおける実践のあり方について分析した
が、実践から学べることとして＜①発問・ことばかけに唄やリズムを入れ耳から注意を引き付ける②学
習形態に身体的動きを作りだす③児童の反応に臨機応変に対応し気持ちに寄り添いながら課題に注目さ
せる＞という三つの指導の工夫をあげており、1年生の学びを支える方法としても注目される。

9 「ECCE」はEarly Childhood Care and Educationの略であり直訳は「乳幼児期のケアと教育」である
が、日本では保育が養護と教育の一体的な提供を重視していることからここでは「保育」と同義として
使用する。なお、日本保育学会は、保育の訳としてこの「ECCE」を使用している。なおユニセフも
「ECCE」を使用しているが、OECDは、「ECEC」とEducationを前において使用している。
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